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成人式実行委員のみなさん。
今年の成人式から実行委員が中心となっ
て式典とパーティーが行われました。



広報しか 2

平成 23年　志賀町成人式

感謝と明るい未来
それぞれの思いを
胸に秘めて

　1 月 9 日（日）、志賀町の成人式
が新成人 214 人を対象に、能登ロ
イヤルホテルで行われました。会
場には晴れ着姿に身を包んだ 184
人が集い、友人との再会を喜び合
いました。

　

午
前
10
時
30
分
の
受
付
開
始
か
ら
、

新
成
人
た
ち
が
続
々
と
会
場
に
集
ま

り
、
旧
友
を
見
つ
け
て
は
歓
喜
の
声
を

あ
げ
た
り
抱
き
合
っ
た
り
す
る
新
成
人

た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
会
場
は
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が

主
体
と
な
っ
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
人
生
一
度
き
り
の
成
人
式
を
自
分

た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
た
い
と
の
熱
い

思
い
を
持
つ
17
人
に
よ
っ
て
企
画
、
運

営
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
を
務
め
た
の
は
、
伊
藤
翔
一
さ

ん
と
村
中
玲
美
さ
ん
。
二
人
は
緊
張
し

た
様
子
も
な
く
、
落
ち
着
い
て
司
会
を

務
め
、
そ
の
影
響
か
ら
か
新
成
人
た
ち

も
静
か
に
式
典
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

小
泉
町
長
が
「
実
行
委
員
の
み
な
さ

ん
は
、
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
た
と
い

う
経
験
が
将
来
、
社
会
へ
出
た
際
に
必

ず
役
に
立
ち
ま
す
」
と
、
こ
れ
ま
で
準

備
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
て
き
た

実
行
委
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、「
順
風

満
帆
な
人
生
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
寄
り

道
や
途
中
下
車
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
大
き
く
成
長
す

る
た
め
の
経
験
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
と
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
で

自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
限
り
な
い
未
来
は
白
紙
の
ペ
ー

ジ
。
ど
ん
な
色
に
な
る
の
か
は
自
分
次

第
で
す
。逆
境
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

希
望
で
い
っ
ぱ
い
の
ペ
ー
ジ
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
石
田
県
議
と
田
中
議
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
山
下
笑
加
さ
ん

が
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
義

務
と
責
任
を
果
た
し
自
立
し
た
社
会
人

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
育
て
て
い

た
だ
い
た
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
、
恩
返
し
し
て
い

き
た
い
で
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、新
谷
優
太
さ
ん
、

紙
田
美
穂
さ
ん
が
二
十
歳
の
決
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
高
浜
中
と
志
賀
中
出
身

者
は
、
立
志
式
の
と
き
に
二
十
歳
の
自

分
に
宛
て
た
手
紙
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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◦弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。

看
護
休
業
を
申
し
出
た
パ
ー
ト
社
員
へ
の

対
処
法

休
暇
に
関
す
る
規
定
は
「
強
行
法
規
」
す
な
わ
ち
法
律
で
遵
守

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で(

違
反
す
れ
ば
６
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す)

就
業
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
ま
た
労
働
契
約
で
異

な
る
定
め
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
労
働
基
準
法
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
会
社
は
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２　

甲
女
が
会
社
を
休
む
た
め
の
も
う
一
つ
の
法
的
根
拠
が
「
看

護
休
暇
」
で
す
。
す
な
わ
ち
、
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
は
、
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
一
年

度
に
お
い
て
５
日
を
限
度
と
し
て
、
負
傷
し
、
ま
た
は
疾
病
に

か
か
っ
た
そ
の
子
の
世
話
を
行
う
た
め
の
休
暇
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
育
児
介
護
休
業
法
16
条
の
２
第
１
項
）。
こ

の
看
護
休
暇
は
、
年
次
有
給
休
暇
と
異
な
り
、
事
業
主
は
休

暇
取
得
の
申
し
出
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
同
法
16
条
の

３
）。
す
な
わ
ち
、時
季
変
更
権
は
行
使
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

年
次
有
給
休
暇
と
異
な
り
、
原
則
と
し
て
「
無
給
」
で
す
。
こ

の
看
護
休
暇
も
、
強
行
法
規
と
し
て
、
た
と
え
就
業
規
則
な
ど

に
規
定
が
な
く
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

３　

幼
い
子
ど
も
を
養
育
し
な
が
ら
就
労
す
る
社
員
は
決
し
て
め

ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
い
子
ど
も
が
急
に
病
気
に
な
る

な
ど
し
た
場
合
に
、
親
と
し
て
緊
急
に
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と

は
や
は
り
許
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。会
社
と
し
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
、
看
護
休
暇
取
得
の

制
度
づ
く
り
な
ど
、対
応
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
有
益
で
す
。

Ｑ
：
甲
女
は
、
当
社
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
社
員
で
あ
り
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
働

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
婚
し
て
い
て
３
歳
の
長
女
と

二
人
暮
ら
し
で
す
。
長
女
が
風
邪
に
か
か
っ
て
熱
を
出

し
て
い
る
の
で
、
会
社
を
休
み
た
い
と
申
し
出
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：

１　

甲
女
が
、
会
社
を
休
む
法
的
根
拠
は
、
ま
ず
、「
年

次
有
給
休
暇
」
を
取
得
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
あ
っ
て
も
、
所
定
労
働
日
数
が
週

４
日
な
い
し
年
２
１
６
日
を
超
え
る
者
ま
た
は
週
４
日

以
下
で
も
所
定
労
働
時
間
が
週
30
時
間
以
上
の
者
は
、

通
常
の
労
働
者
と
同
じ
日
数
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
甲
女
は
、
こ
の
年
次
有
給

休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
次

有
給
休
暇
の
場
合
に
は
、
使
用
者
側
に
時
季
変
更
権
が

あ
り
、
使
用
者
は
年
休
付
与
が
事
業
の
正
常
な
運
営
を

妨
げ
る
場
合
に
は
、
こ
の
時
季
変
更
権
を
行
使
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
申
出
の
時
期
は
忙
し
い

時
期
で
休
ま
れ
て
は
困
る
の
で
、
別
の
日
に
変
更
し
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

も
っ
と
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
、
就
業
規

則
に
お
い
て
年
次
有
給
休
暇
の
定
め
を
し
て
い
な
い
会

社
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
う
ち
の
会
社
で

は
パ
ー
ト
の
年
次
有
給
休
暇
は
な
い
」
な
ど
と
言
う
経

営
者
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
基
準
法
の
年
次
有
給
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町県民税・所得税の申告相談のご案内
　あなたの平成 22 年中の所得について町県民税や所得税の申告が必要か否かを、下記の図等で確認
のうえ申告してください。
　町の申告相談では、「町県民税の申告」及び「所得税の確定申告（税務署で申告相談が必要な人以外）」
の受付を行いますのでご利用ください。

　※申告しなかった場合、国民健康保険税の軽減が受けられないことや、所得証明書が交付できない
　　ことがありますので注意してください。

町県民税の申告が必要な人 ( 図で確認 )

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
志
賀
町
に
居
住
し
、
平
成
22
年
中
に
所
得
が

な
か
っ
た
人

あ
っ
た
人

障害・遺族年金
などの受給者、
無職、学生など

　・給与や公的年金の他に事業、農業、不動産などの
　　所得があった人　
　・事業、農業、不動産などの所得のみの人

所得が公的年金
のみの人

所得が給与のみ
の人

勤務先から志賀町に給与
支払報告書が提出済の人

同居の家族の扶養に
（税金の扶養）

　・65歳未満で年金収入
　　98万円超える人　
　・65歳以上で年金収入
　　148万円超える人

　・　65歳未満で年金収入
　　98万円以下の人　
　・65歳以上で年金収入
　　148万円以下の人

勤務先から志賀町に給与
支払報告書が未提出の人

■収入や経費のわかるもの
　①給与・年金のある人：源泉徴収票
　②事業・農業・不動産のある人：収支内訳書（自分
　　で作成）、収入経費のわかるもの
　③その他の収入のある人：収入経費のわかるもの
■印鑑
■所得税を還付する人は口座番号のわかるもの
■税務署や役場から申告書が届いた人はその書類

■控除額がわかるもの
　①医療費控除：医療費の領収書（自分で合計）、保
　　険金など補てん金額のわかるもの
　②社会保険料控除：国保税、国民年金、介護保険な
　　どの支払証明書
　③生命・地震保険料控除：掛金の控除証明書
　④障害者控除：身体障害者手帳、療育手帳など

なっていない

なっている

受
け
な
い

受
け
る

控
除
を
追
加
で

医
療
費
・
扶
養
な
ど
の

（
確
定
申
告
す
る
人
は
不
要
）

町
県
民
税
の
申
告
必
要

申
告
必
要

町
県
民
税
の

申
告
不
要

町
県
民
税
の

所得税の確定申告が必要な人 ( 例 )
■事業所得、不動産所得、公的年金所得などがある人で
　前年中の所得の合計が所得控除の合計額を超える人

■給与所得者で
　・給与の年収が 2 千万円を超える人
　・給与以外の所得が 20 万円を超える人
　・2 カ所以上から給与を受けている人
　・退職等で年末調整を受けていない人

■医療費控除などで所得税の還付を受ける人

税務署で申告相談が必要な人
■土地や株式を売った所得の申告をする人

■はじめて住宅ローン控除を受ける申告をする人

■青色申告、収入金額 1 千万円以上の事業所得の申告

■損失の申告をする人

■死亡した人の申告をする人

■過去の年分の申告をする人

※上記の人は、町の申告相談では受付できません。

申告時に必要なもの
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■所得税の確定申告に関しては…
　　　七尾税務署　個人課税第1部門　　　　　　　　　　　　
　　　〒926-8686　七尾市小島町大開地3番地7号　　℡0767-52-9336
■町県民税の申告に関しては…
　　　志賀町役場　税務課住民税担当
　　　〒925-0198　羽咋郡志賀町末吉千古1番地1 　　 ℡0767-32-9142

■国税庁ホームページ
　　http://www.nta.go.jp
■e-Taxホームページ
　　http://www.e-tax.nta.go.jp
■志賀町役場ホームページ
　　http://www.town.shika.lg.jp

申告相談の日程 ～申告会場が２会場に集約されます～

　会場の集約については、申告相談業務のサービス向上および効率化を図るため見直しを
行ったもので、ご理解とご協力をお願いします。
　会場集約にともない、申告会場行きの無料臨時バスを運行します。
　次ページに時刻表を掲載してあります。

申告
会場

相談日
※受付時間（午前９時～正午） ※受付時間（午後１時～午後４時）

対　象　地　区 臨時
バス 対　象　地　区 臨時

バス

富
来
支
所
（
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

2/16(水) 草木・荒屋・谷神・三明 ① 豊後名・中山・日下田・町居・日用・六実 ①

2/17(木) 福浦地区（日和山・丹和） ② 中畠・福浦地区（町波・水の澗・和光台） ②

2/18(金) 西海風戸・西海千ノ浦・西海久喜 ③ 西海風無 ③

2/21(月) 鹿頭 ④ 笹波・前浜 ④

2/22(火) 赤崎・小窪・香能 ⑤ 酒見 ⑤

2/23(水) 大福寺・栢木・稲敷 ⑥ 里本江 －

2/24(木) 稗造第１地区 ⑦ 稗造第２地区 ⑦

2/25(金) 八幡・八幡座主・中泉・給分 － 中浜・相神・草江・大鳥居 －

2/27(日) 日曜受付（熊野・福浦・西海・西浦地区） － 日曜受付（稗造・西増穂・東増穂・富来地区） －

2/28(月) 富来高田・富来七海・富来生神・富来牛下 － 富来地頭町 －

3/1(火) 富来領家町 － 富来領家町 －

志
賀
町
役
場
（
大
会
議
室
）

3/2(水) 上熊野地区 ⑧ 舘・福井・東谷内・上棚・ニ所宮・矢駄（中野） ⑧

3/3(木) 加茂地区 ⑨ 大坂・穴口・米浜・西山台 ⑨

3/4(金) 福野・長沢・岩田・坪野・宿女 ⑩ 大島・甘田 ⑩

3/7(月) 川尻・町・安部屋・安部屋営団・上野
大津・志賀の郷住宅 ⑪ 小浦・百浦･赤住・ロイヤルシティ ⑪

3/8(火) 徳田 ⑫ 代田・火打谷 ⑫

3/9(水) 舘開・新林・牧山 ⑫ 出雲・北吉田・清水今江 ⑫

3/10(木) 矢田・印内・仏木 ⑬ 谷屋・栗山・緑ケ丘・梨谷小山 ⑬

3/11(金) 堀松・末吉 － 神代・矢蔵谷・猪ノ谷･健康村
高浜１区～４区 －

3/13(日) 日曜受付（上熊野・加茂・土田・志加浦地区） － 日曜受付（堀松・下甘田・中甘田・高浜地区） －

3/14(月) 高浜５区～８区 － 高浜９区～１１区・旭ヶ丘 －

3/15(火) ハマナス・東旭 － 新大念寺・アスナロ －

※　地区指定日に都合が悪い場合は、指定日以外でも受け付けします。
※　２/27(日）と３/13(日）は、「日曜受付」を行います。（混雑しますのでご了承ください。）
※　２/25(金）と３/11(金）は、「夜間受付」を行います。（午後６時～午後８時で全地区対象です。）

　お問合わせ 　ホームページアドレス
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申告会場行き
臨時バス時刻表

【富来地域】　 会場:役場富来支所

運賃は無料です！

帰りの出発時刻については、
当日の状況などにより変更
になる場合がありますので
ご了承ください。

　②　２月17日（木）
≪福浦線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
三明 9:22 13:22
中畠 9:23 13:23
和光台 9:25 13:25
福浦郵便局前 9:32 13:32
丹和 9:33 13:33
福浦港 9:34 13:34
水の澗 9:35 13:35
巌門 9:39 13:39
牛下 9:42 13:42
生神海岸 9:44 13:44
七海 9:46 13:46
領家口 9:49 13:49
（会場到着） 9:50 13:50
帰り出発時刻 12:00 16:00

　⑤　２月22日（火）
≪西浦線≫

バス停名 午前（発）
前浜 8:25
玄徳岬 8:26
笹波 8:27
鹿頭 8:30
農協前 8:31
鹿頭浜出 8:32
小窪 8:34
赤崎下出 8:35
赤崎上出 8:36
香能 8:40
地域福祉センター 8:44
増穂浦リゾート 8:46
小釜 8:49
（会場到着） 8:50
帰り出発時刻 11:00

≪西海線≫
バス停名 午後（発）

久喜 12:28
千ノ浦西 12:30
千ノ浦 12:31
風無滝出 12:32
風無 12:33
風戸 12:34
文学碑前 12:35
富来漁港 12:37
地域福祉センター 12:39
龍護寺前 12:41
酒見 12:42
酒見東 12:43
相神 12:44
中浜 12:46
里本江 12:47
モチの木団地 12:48
富来高校前 12:49
（会場到着） 12:50
帰り出発時刻 15:00

　③　２月18日（金）
≪西海線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
久喜 8:28 12:28
千ノ浦西 8:30 12:30
千ノ浦 8:31 12:31
風無滝出 8:32 12:32
風無 8:33 12:33
風戸 8:34 12:34
文学碑前 8:35 12:35
富来漁港 8:37 12:37
地域福祉センター 8:39 12:39
龍護寺前 8:41 12:41
酒見 8:42 12:42
酒見東 8:43 12:43
相神 8:44 12:44
中浜 8:46 12:46
里本江 8:47 12:47
モチの木団地 8:48 12:48
富来高校前 8:49 12:49
（会場到着） 8:50 12:50
帰り出発時刻 11:00 15:00

　④　２月21日（月）
≪西浦線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
前浜 8:25 12:25
玄徳岬 8:26 12:26
笹波 8:27 12:27
鹿頭 8:30 12:30
農協前 8:31 12:31
鹿頭浜出 8:32 12:32
小窪 8:34 12:34
赤崎下出 8:35 12:35
赤崎上出 8:36 12:36
香能 8:40 12:40
地域福祉センター 8:44 12:44
増穂浦リゾート 8:46 12:46
小釜 8:49 12:49
（会場到着） 8:50 12:50
帰り出発時刻 11:00 15:00

　⑦　２月24日（木）
≪稗造線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
切留 9:10 13:10
鵜野屋 9:13 13:13
上鵜野屋 9:14 13:14
下鵜野屋 9:15 13:15
入釜 9:17 13:17
灯 9:19 13:19
楚和 9:20 13:20
尊保中央 9:23 13:23
尊保 9:25 13:25
今田 9:26 13:26
上和田 9:27 13:27
和田 9:29 13:29
和田新橋 9:30 13:30
大西 9:32 13:32
貝田 9:34 13:34
広地 9:40 13:40
東小室 9:43 13:43
高田 9:45 13:45
地頭町 9:46 13:46
富来病院 9:47 13:47
領家口 9:49 13:49
（会場到着） 9:50 13:50

帰り出発時刻 12:00 16:00

　⑥　２月23日（水）
≪増穂線≫

バス停名 午前（発）
高爪山口 9:26
ふれあい文化センター 9:28
高爪神社 9:29
西大福寺中央 9:31
西大福寺 9:33
栢木口 9:34
栢木 9:35
稲敷 9:36
草江 9:37
若宮神社前 9:39
広覚寺前 9:40
八幡 9:42
領家住宅 9:44
領家南 9:45
地頭町 9:46
富来病院 9:47
領家口 9:49
（会場到着） 9:50
帰り出発時刻 12:00

　①　２月16日（水）
≪熊野線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
六実 8:19 13:19
熊野工芸工房 8:20 13:20
草木 8:22 13:22
小谷内 8:24 13:24
町居公民館 8:26 13:26
町居 8:28 13:28
日下田 8:30 13:30
中山 8:33 13:33
豊後名 8:34 13:34
三明 8:35 13:35
谷神 8:37 13:37
荒屋 8:38 13:38
牛下 8:42 13:42
生神 8:44 13:44
七海 8:46 13:46
領家口 8:49 13:49
（会場到着） 8:50 13:50
帰り出発時刻 11:00 16:00
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申告会場行き
臨時バス時刻表

【志賀地域】　 会場:志賀町役場

運賃は無料です！

帰りの出発時刻については、当日の状況などにより変更にな
る場合がありますのでご了承ください。

　⑧　３月２日（水）
≪上熊野線≫

バス停名 午前（発）
長田 8:13
長田口 8:15
直海大釜 8:16
直海中村 8:17
釈迦堂 8:19
直海高位 8:21
直海中村 8:23
直海別所 8:24
松木 8:25
不動の滝 8:27
小室野 8:28
不動の滝 8:29
米町集会所 8:30
米町 8:31
田原 8:34
五里峠北 8:36
五里峠南 8:37
牛ヶ首 8:39
牛ヶ首集会所 8:40
ひらそ地蔵 8:41
猪の谷 8:42
堀松南 8:46
堀松 8:47
乳児園前 8:48
（会場到着） 8:50

帰り出発時刻 11:00
≪下甘田線≫

バス停名 午後（発）
下甘田保育園 13:16
二所宮 13:17
上棚 13:18
上棚中村 13:19
上棚中央 13:20
樋下橋 13:22
上棚宮ノ下 13:23
東谷内 13:26
上棚中村 13:28
矢駄中野口 13:31
矢駄中野 13:32
雨谷 13:34
福井 13:35
舘 13:36
米浜 13:39
高浜小学校 13:43
大念寺 13:45
志賀クリニック 13:47
高浜バスターミナル 13:49
（会場到着） 13:50

帰り出発時刻 16:00

　⑨　３月３日（木）
≪加茂循環線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
親右衛門谷 8:21 13:21
安津見谷内 8:26 13:26
安津見集会所 8:27 13:27
安津見 8:28 13:28
倉垣口 8:29 13:29
倉垣中央 8:30 13:30
倉垣 8:32 13:32
矢駄上野出 8:34 13:34
矢駄小林 8:35 13:35
矢駄宮の前 8:36 13:36
大坂 8:38 13:38
穴口 8:40 13:40
米浜 8:42 13:42
西山台 8:46 13:46
（会場到着） 8:50 13:50
帰り出発時刻 11:00 16:00

　⑪　３月７日（月）
≪志加浦線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
赤住 9:21 13:21
松戸 9:22 13:22
北陸電力社宅 9:24 13:24
はまなす園 9:25 13:25
赤住公民館 9:28 13:28
江野 9:31 13:31
百浦 9:32 13:32
南百浦 9:33 13:33
小浦 9:34 13:34
大津 9:35 13:35
上野 9:36 13:36
安部屋営団 9:38 13:38
安部屋港 9:40 13:40
町 9:42 13:42
川尻 9:44 13:44
高浜漁港口 9:45 13:45
志賀中学校前 9:48 13:48
高浜バスターミナル 9:49 13:49
（会場到着） 9:50 13:50

帰り出発時刻 12:00 16:00

　⑬　３月10日（木）
≪土田西回り線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
矢田集会所 8:11 12:11
矢田中央 8:12 12:12
矢田 8:14 12:14
土田小学校 8:15 12:15
印内 8:18 12:18
代田山手 8:20 12:20
谷屋 8:24 12:24
栗山 8:25 12:25
仏木西 8:29 12:29
仏木中央 8:30 12:30
営団 8:32 12:32
シルバーハウス 8:33 12:33
土田支所前 8:34 12:34
牧山 8:36 12:36
梨谷小山橋 8:39 12:39
梨谷小山集会所 8:40 12:40
小山 8:41 12:41
堀松南 8:46 12:46
末吉 8:48 12:48

（会場到着） 8:50 12:50

帰り出発時刻 11:00 15:00

　⑫　３月８日（火）・９日（水）
≪土田東回り線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
徳田 8:11 12:11
徳田北 8:13 12:13
大灘口 8:15 12:15
石田前 8:16 12:16
徳田集会所 8:18 12:18
渕ヶ谷内 8:19 12:19
青谷 8:22 12:22
赤坂 8:27 12:27
道興寺前 8:29 12:29
舘開中央 8:31 12:31
土田郵便局 8:32 12:32
代田 8:33 12:33
牧山 8:35 12:35
火打谷 8:37 12:37
出雲 8:40 12:40
梨谷口 8:43 12:43
北吉田 8:44 12:44
北吉田中央 8:45 12:45
清水今江集会所 8:46 12:46
清水今江 8:47 12:47
末吉 8:48 12:48
（会場到着） 8:50 12:50

帰り出発時刻 11:00 15:00

　⑩　３月４日（金）
≪中甘田・甘田循環線≫

バス停名 午前（発） 午後(発）
長沢 8:19 12:19
大島中央 8:21 12:21
大島海水浴場口 8:22 12:22
大島キャンプ場口 8:24 12:24
甘田 8:27 12:27
くるみ谷 8:29 12:29
長島 8:32 12:32
岩田 8:34 12:34
坪野 8:36 12:36
宿女 8:38 12:38
福野口 8:40 12:40
福野 8:41 12:41
高浜小学校 8:42 12:42
大念寺 8:44 12:44
志賀クリニック 8:46 12:46
高浜バスターミナル 8:49 12:49
（会場到着） 8:50 12:50
帰り出発時刻 11:00 15:00
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「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援

者
の
こ
と
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
平
成
17
年
度
よ

り
「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る

10
カ
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
始
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
全
国
で
現

在
約
１
９
０
万
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
い
ま
す
。

　

志
賀
町
で
も
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
養
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
住
民
、
学
校
、
職

域
な
ど
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、
約

９
０
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
と
い
う
決

ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
養
成
講
座
で
得
た
知

識
を
友
人
や
家
族
に
伝
え
る
、
認
知

症
に
な
っ
た
人
や
家
族
の
気
持
ち
を

理
解
す
る
よ
う
努
め
る
、
地
域
で

困
っ
て
い
る
認
知
症
の
人
を
見
か
け

た
ら
優
し
く
声
を
か
け
る
な
ど
、
活

動
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

に
つ
い
て

　

専
門
の
講
習
を
受
講
し
た
「
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」
が
出
前
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

●
内
容

　

認
知
症
の
基
本
的
な
知
識
、
認
知

症
の
人
と
の
接
し
方
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
約
１
時
間
。

●
講
座
参
加
者
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
目
印
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
開
催
希
望
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

（
10
人
以
上
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

実
施
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
左

記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

健
康
福
祉
課

　
　

☎
32-

９
１
３
２

【
志
賀
町
不
妊
治
療
費
助
成
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
】

　

平
成
22
年
度
分
の
一
般
不
妊
治
療

費
と
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
希

望
す
る
人
は
、
３
月
末
日
ま
で
に
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

特
定
不
妊
治
療
費
の
場
合
は
県
で

の
申
請
を
行
っ
て
か
ら
、
町
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
32-
０
３
３
９

『
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
』
の
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す
！

　

私
た
ち
、
食
生
活
改
善
推
進
員

（
愛
称
・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
は
、『
私

達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
』
を
合
い

言
葉
に
、
お
向
か
い
さ
ん
、
お
隣
さ

ん
を
活
動
の
原
点
と
し
、
地
域
に
お

け
る
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

  【
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
】

　

町
で
は
感
染
症
の
流
行
予
防
を
目

的
と
し
て
、
各
種
の
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
種
類
に
よ
っ
て
は
対

象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
自
費
で
の
接

種
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
期
予
防
接
種
の
対
象
の
人
は
早
め

に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

①
１
歳
か
ら
２
歳
の
間
に
１
回

②
小
学
校
就
学
前
１
年
間
に
１
回

③
中
学
１
年
生
の
間
に
１
回

④
高
校
３
年
生
の
間
に
１
回

●
二
種
混
合

小
学
６
年
生
の
間
に
１
回
接
種
。

●
ポ
リ
オ

　

７
歳
６
カ
月
に
な
る
前
日
ま
で
に

２
回
接
種(

服
用)

し
ま
す
。
ポ
リ

オ
は
集
団
接
種
の
み
で
す
。
次
回
は

２
月
16
日(

水)

受
付
13
時
30
分
～
14
時
30
分
で
す
。

●
三
種
混
合

　

７
歳
６
カ
月
に
な
る
前
日
ま
で
に

初
回
３
回
、
初
回
追
加
１
回
の
計
４

回
を
接
種
し
ま
す
。
こ
の
４
回
の
初

回
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
場
合

は
、
小
学
６
年
生
で
実
施
し
て
い
る

二
種
混
合
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日
本
脳
炎

　

７
歳
６
カ
月
に
な
る
前
日
ま
で
に

初
回
２
回
、
初
回
追
加
１
回
の
計
３

回
を
接
種
し
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成

17
年
か
ら
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
で
、
接
種
機
会
を
逃
し
た
人
に
つ

い
て
は
、
特
例
措
置
（
９
～
13
歳
に

な
る
前
日
ま
で
の
間
で
も
初
回
３
回

接
種
が
可
能
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
２
期
接
種
も
再
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
接
種
の
方
法
に
つ
い
て
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
お
知
ら
せ
】

　

生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

皆
さ
ん
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「男性の料理教室」「低栄養予防講座」
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①
ま
た
は
②
の
方
法
で
申
請
く
だ
さ
い
。

①
事
前
に
住
民
課
ま
た
は
富
来
支
所

総
合
窓
口
で
、
接
種
券
交
付
を
受

け
無
料
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

②
す
で
に
接
種
し
た
人
は
、
払
い
戻

し
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
接

種
済
証
、
領
収
書
、
印
鑑
、
振
込

口
座
の
写
し
が
必
要
で
す
）

●
接
種
期
間

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

●
申
請
期
間

　

平
成
23
年
４
月
28
日
ま
で

●
各
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

☎
32-

０
３
３
９

高浜町
  太田和希くん

大津
 白井佑京くん

北吉田
  南　豪くん

富来生神
向　陸斗くん

大津
塚田葵音ちゃん

米浜
中村美結ちゃん

八幡座主
竹田幸輝くん

堀松
國部巧斗くん

高浜町
  橋本　椿ちゃん

福浦港
佐渡千洋くん

舘開
林　八尋くん

里本江
髙　真徳くん

赤住
山下朱里ちゃん

高浜町
角谷光貴くん

里本江
川端勇輝くん

舘開
山岸友芽ちゃん

高浜町
  水澗雄吾くん

高浜町
大岡未來ちゃん

火打谷
 谷口芽生ちゃん

里本江
酒井樹由ちゃん

町
山本煌輝くん

大島
島田　魁くん

高浜町
本谷万奈ちゃん

矢駄
泉　侑輝くん

高浜町
  加藤瑚愛ちゃん

福野
 高山陽貴くん

給分
 木下晴仁くん

町
成瀬光梨ちゃん

富来高田
井上凛花ちゃん

高浜町
織田七海ちゃん

福野
宮本凛惺くん

高浜町
  堂端敏貴くん

大島
柴田咲季ちゃん

中浜
亀田健斗くん

赤住
網谷悠生くん

富来地頭町
藏谷有祐くん

高浜町
和泉來杏ちゃん

大島
播磨美波ちゃん

高浜町
  木村咲和ちゃん

岩田
  乙地晃希くん

中浜
岡　羚音くん

米町
桜井郁人くん

富来地頭町
金谷幸成くん

高浜町
泉　雄大くん

仏木
四蔵和斗くん

高浜町
  森　彩花ちゃん

清水今江
 池田飛鳥ちゃん

稲敷
坂下　愛ちゃん

火打谷
干場心葉ちゃん

富来領家町
山本琉羽くん

上野
前田悠成くん

富来高田
川端奈都希ちゃん

富来領家町
 舘　桜祐くん

赤住
 牧田佳子ちゃん

稲敷
坂下　優ちゃん

矢田
前田和義くん

富来領家町
田辺菜摘ちゃん

上野
岡本拓磨くん

堀松
橋本奈柚ちゃん

（平成22年8月19日、27日、
　10月21日、11月26日、
　12月16日の3歳児健診分）
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地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送に移行することができない世帯に対して、支援を行っています。

（1）NHK 放送受信料が全額免除となっている世帯への支援

　　[ 支援の対象 ]　まだ地上デジタル放送に対応できず、①生活保護などの公的扶助を受けている世帯、②障
　　がい者がいる世帯で、世帯全員が市町村民税非課税の世帯、③社会福祉施設に入所している世帯のいずれ
　　かに該当し、NHK 放送受信料が全額免除の世帯が対象です。
　　[ 支援の内容 ]　 地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（1 台）を無償給付し、対象世帯を訪問してチュー
　　ナーの設置を行います。アンテナ改修などが必要な場合は無償で工事を行います。

（2）市町村民税非課税世帯への支援

　　[ 支援の対象 ]　まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世
　　帯」が対象です。（NHK との放送受信契約が必要です）
　　[ 支援の内容 ]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（1 台）を無償給付します。また、チューナー
　　の設置方法や操作方法を電話でサポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修などは行いません）

　申込方法は

　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デジチューナー支援実施センターへ送付してく
ださい。
　申込書は健康福祉課と富来支所総合窓口にあります。そのほかインターネット、電話などで総務省　地デジ
チューナー支援実施センターからお取り寄せください。
　申し込みには「世帯全員が記載された住民票の写し」と「世帯全員分の市町村民税非課税証明書」が必要です。

　お問い合わせ先

支援制度について　総務省　地デジチューナー支援実施センター
NHK 放送受信料全額免除世帯への支援は　☎ 0570-023724
市町村民税非課税世帯への支援は　☎ 0570-023724
NHK の放送受信契約について　NHK ふれあいセンター　☎ 0570-077077
そのほかの不明な点は健康福祉課までご連絡ください。☎ 32-9131

　

　このたびの高校再編で、富来高校は高浜高校と
統合となり、平成23年３月末日をもって閉校す
ることになりました。

◎閉校式典
　平成23年3月6日㈰　14時～ 15時
　富来高校体育館

☎（0767）42-0034　FAX（0767）42-0904

　昭和40年に発足して以来、46年の伝統と歴史
を刻んだ本校ですが、富来高校との統合に伴い閉
校することになりました。

◎閉校式典　
　平成23年3月6日㈰　11時30分～ 12時30分　　
　高浜高校体育館

☎（0767）32-1166　FAX（0767）32-9077

石川県立富来高等学校 閉校のお知らせ 石川県立高浜高等学校 閉校のお知らせ

▶閉校に伴い、諸証明書発行などの手続きは富来高校、高浜高校とも平成23年4月より志賀高校へ引き継がれます。

アナログ放送は
平成23年7月24日

までです。
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石川県県政モニター募集

　県では、県民参加による開かれた県政を推進するため、県が行う広聴活動に積極的に参加し、県政に提言な
どをしていただく県政モニターを公募します。

１　活動内容

　（1）県政に関するアンケート調査への回答　
　　　※回答は郵送のほか、インターネットでもできます。ただし携帯電話のメールアドレスは除きます。
　（2）モニター会議、意見交換への出席など

２　委嘱期間（任期）　平成 23 年 4 月～平成 25 年 3 月までの 2 年間

３　募集人数および募集期間　30 人、平成 23 年 1 月 7 日（金）～平成 23 年 2 月 23 日（水）

４　応募方法など

　（1）応募資格　県内在住の満 20 歳以上の人（平成 23 年 4 月 1 日現在）※公務員、県政モニター経験者は除きます。
　（2）応募方法　応募用紙に必要事項を記載の上、平成 23 年 2 月 23 日（水）午後 5 時までに県民交流課広報
　　　　　　　　広聴室あてに、郵便または電子メールで送付してください。（郵便の場合は同日消印有効です）
　（3）選考方法　応募の際の「応募動機」「県政に望むこと」などの読みやすさなどとともに、居住地域、職業、
　　　　　　　　年齢、性別に偏りがないように選考します。
　（4）選考結果　選考された人は 3 月中にお知らせします。
　（5）謝　　礼　活動実績に応じて薄謝をお支払いします。
５　お問い合わせ・応募先　石川県県民交流課広聴室　担当　長濱、高窪

〒 920-8580　金沢市鞍月 1-1　☎ 076-225-1362　Ｅメール　e130500b@pref.ishikawa.lg.jp

火災・救急件数のまとめ
～火災は減少、33 人に 1 人が搬送～

　平成 22 年中の羽咋郡市全体と志賀町内に出動した火災・救急件数は下のグラフのとおりです。

　火災では平成 21 年中の 13 件から 9 件となり 4 件減少しました。

　救急件数では、727 件で平成 21 年比で 59 件の増となりました。搬送人員は 765 人で町民の 33

人に 1 人が救急搬送されたことになります。

　事故種別では「急病」が最も多く 491 件、次いで、「一般負傷」が 99 件、「転院などのその他」91 件、

「交通事故」46 件となりました。特に平成 22 年の猛暑で「熱中症」での増加傾向が見られました。
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善意のもち米の寄贈
　

ふれあいカレンダー

町の観光名所が入った日めくりカレンダーを手渡す安中さん

民生児童委員協議会児童福祉部会のみなさんからもち米をいただく職員

㈱ＴＳＧが日めくりカレンダーを寄贈

出来あがったカレンダーを寄贈する児童

　子どもたちの健やかな成長を願い、このほど民生児童委

員協議会児童福祉部会から、児童館と町内各放課後児童ク

ラブ、町内各保育園の子どもたちにもち米の寄贈がありま

した。

　民生児童委員協議会児童福祉部会の竹田さんが「おもち

やおはぎにして食べてください」と話し、もち米を受け取っ

た職員が「ご好意に感謝します。ありがとうございます」と

お礼の言葉を述べました。

　12月20日（月）に高浜小学校の児童とPTAで作った「ふれ
あいカレンダー」を児童代表らが穴田教育長に届けました。

「ふれあいカレンダー」は毎年作成していて、親子で考えた

標語と児童の絵が月ごとに６点ずつ掲載されています。

　役場を訪れたのは、川村ひかりさんと岡部裕香さん（い

ずれも6年）で、穴田教育長にカレンダーを手渡しました。

カレンダーは300部作られ、図書館や児童館などで活用さ

れます。

　能登中核工業団地でカレンダーを製造している㈱ＴＳ

Ｇが、12月22日（水）に日めくりカレンダー 80部を町を通

して町内の福祉施設に寄贈しました。カレンダーの下半

分に、特産品のころ柿やスイカ、観光名所の機具岩や大

島諸願堂などの6枚の写真と「志賀町ですよ」と言葉が書か

れています。

　統括管理本部長の安中喜伸さんが役場を訪れ、山王副

町長にカレンダーを手渡しました。
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就職支援講座が始まる

　

100歳おめでとうございます

児童2人1組で社員に教わりながらラジオを制作

受講初日の様子

小学生がラジオ制作に挑戦

100歳を迎えた岡田三蔵さんとご家族、民生委員のみなさん

　12月25日に100歳を迎えた福井の岡田三蔵さんに、27日

（月）小泉町長が自宅を訪問し、長寿のお祝いをしました。

　お祝いの席には岡田さんの妻の庸子さん（93歳）も同席

しました。小泉町長が「町内最長寿を目指して長生きして

ください。夫婦そろっていつまでもお元気で」と花束と祝

い状などを手渡し、岡田さんは「ありがとう」と話しました。

　長男の隆さんは「教諭をしていたときに大島の駅までの

3.5キロを毎日歩いて通っていたことが、現在の健康につ

ながっているのではないか」と話しました。

　12月22日からITスキル基礎講座、1月7日から介護福祉

（実践演習）講座が富来行政センターで開講しました。

　両講座には11人が受講し、経理や情報処理、介護技術

の演習を行い、就職に役立つ知識や技能を習得します。

　期間は両講座とも約３カ月間で、コンピュータサービス

技能評価試験や訪問介護員２級などの資格・検定取得を目

指します。

　12 月25 日（土）に石川サンケン㈱本社・堀松工場で、「小

学生ものづくり教室」が開かれました。小学6年生30 人の

児童がラジオ作りに取り組みました。

　子どもたちは2人1組で、社員が先生役となって指導し

ました。ラジオ作りは、はんだこてを使い、部品を組み立

てたりコイルを巻きつけたりしながら制作しました。完成

したラジオから音声が流れると、子どもたちは、「楽しい」

と笑顔を見せていました。その後、工場見学も行われ、高

い技術で行われるものづくりを熱心に見学しました。



広報しか 14

　

新春の空へ一斉放水

2 年連続の特選を報告する髙野さん

家族と民生委員に囲まれ笑顔の新木さん

全国少年書道展で髙野さんが特選

神代川右岸で一斉放水をする消防団

　1月10日に100歳を迎えた新木安雄さんに、11日（火）小

泉町長がはまなす園を訪問し、長寿のお祝いをしました。

　小泉町長が花束と祝い状などを手渡し「ご友人と一緒に

楽しく元気に過ごしてください」と祝福しました。

　新木さんは40年ほど前に妻を亡くしてからは一人暮ら

しで、8年半前から入所しています。普段は自分で車いす

を動かし、新聞を選んで読んでいます。長男の俊博さん

は「いっしょに東京に住もうと誘っても、志賀町がいいと

言って応じなかった。みなさんに介護していただき、ま

すます元気になり喜んでいます」とお礼を述べました。

　1月8日（土）に志賀町消防団、全16分団約 320人が志
賀町防災公園に結集し、消防出初式が行われました。

　式では川田一久団長が「消防人の使命を自覚し、一致

団結して総力を結集する認識を持ってほしい」とあいさ

つしました。

　観閲式と功労団員の表彰式が行われた後、神代川沿

いで一斉放水が行われました。

　表彰されたのは次の皆さんです。

◇知事表彰
　消防職員功労章　貞　良信、本田友也、瀬戸良治

　永年勤続功労章　濱野誠一、奥田純一、平田紳也、

　高岡　守、　新明幸一郎、木村貞則、畑中邦晃、大家和貴、

　川村英外、　蟹屋敷賢志

◇町長表彰
　退団者感謝状　高井政義、花島幹夫、岩本　繁、

　富来中3年の髙野愛李さんが、全国少年書道展の「半切の部」で

「生命の神秘」と書き、2年連続で特選を受賞しました。特選は最

高賞にあたり、北陸3県では髙野さんだけが受賞しました。

　1月12日（水）に穴田教育長のもとを訪れ、喜びの報告をしまし

た。書道展は明治神宮書道会が主催し、全国から23,000点の応

募がありました。そのうち中学生の部は、8,071点の応募があり、

特選90点の一つに選ばれました。

　穴田教育長は「ますます精進して自分のスタイルを確立してく

ださい」と祝福し、髙野さんは「昨年は個性の大切さを感じたので、

今回は自分らしい字を応募しました。将来は書道を生かした職業

に就きたいです」と話しました。

100歳おめでとうございます

　畑田林栄、笠原雅徳、熟田聖一、上滝達哉、田中文男、

　出口浩一、川　真悟、大家章裕

◇町消防団長表彰　優良団員章　中山　修、杉下清吉、

　南龍太郎、安中喜伸、南　英一、安田雄一郎、平木賢一、

　林宏治郎、高井省吾、畑中竜哉、坂井国博、平田勝也、

　小泉　亨、石田克明、柴田和司、山本紀彦、上野泰宏
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とぎ保育園で初茶会

　

園児が楽しくクッキング

お茶をいただく園児たち

町内から約30人の男性が参加した料理教室

やればできる！男の料理教室

もちの上にソースをぬり、野菜を乗せる園児

　1月20日（木）に志加浦保育園で、年長のひまわり組12人がもち

ピザを作りました。園児たちは、具のピーマンや色鮮やかなパプ

リカ、玉ネギ、ベーコンを切って炒めた後、もちにソ－スをぬり、

炒めた野菜とチーズを乗せて焼きました。園児たちは待ちきれな

い様子で、「いいにおい」「おいしそう」と歓声を上げていました。

出来あがると、さくら組やちゅうりっぷ組の友達にも配りました。

　保育園では食育の一環として、毎月1、2回年長児クッキングを

行っています。今回のもちピザは、普段野菜を食べない子もおか

わりし、「簡単でおいしかった」「家でもやりたい」と園児たちに

も好評でした。

　1月12日（水）に地域のお茶の先生がとぎ保育園を訪れ、

初茶会が行われました。この初茶会は今年で4回目をむか

え年長のきりん組21人が参加しました。

　今年は園児の祖父母がお茶会に招待され、園児たちがお

茶を運びました。慣れない手つきでしたが、お茶をこぼさ

ないように真剣に運んでいました。

　園児たちは茶道教室の坂下先生から思いやりと感謝の気

持ちでお茶をいただくという作法を学びました。和菓子に

は辻占が入っていて何が書いてあるかとはしゃいでいまし

た。お茶が運ばれてくると習ったとおりに感謝の礼をして

いただいていました。

　1月15 日（土）に志賀町文化ホールで男性のための

料理教室が開かれました。料理研究家の室谷加代子

さんを講師にむかえ、能登牛コロッケや蓮蒸し、け

んちん汁などを作りました。講師の室谷さんは「男性

ばかりで圧倒されそうでしたが、みなさん手際がよ

くて驚きました」と話しました。

　料理教室に先立ち、男女共同参画啓発普及グルー

プによる出前講座も開かれました。寝たきりの母親

の世話と家事を妻に任せていた亭主が、妻のケガを

きっかけに母親の世話と家事をして妻の大変さを知

り、改心していく様子を描いた紙芝居が披露されま

した。
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・固定資産税第4期
・国民健康保険税第8期
・後期高齢者保険料第11期
・介護保険料第8期

納期限は2月28日（月）です。

平
成
23
年
度
の
学
校
給
食

食
材
納
入
希
望
者
を
受
け

付
け
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は　

赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

生
後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

家
庭
に
お
い
て
、
お
母
さ
ん
は
出
産

時
の
疲
労
に
加
え
て
新
た
な
育
児
な

ど
に
よ
り
、
心
身
の
変
調
を
き
た
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
す
べ
て
の
家
庭
に
町

保
健
師
ら
が
訪
問
し
て
、
お
母
さ
ん

の
不
安
や
悩
み
を
尋
ね
て
い
ま
す
。

育
児
相
談
や
保
健
指
導
の
ほ
か
子
育

て
支
援
の
情
報
な
ど
も
提
供
し
て
い

ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

◆
日
時　

2
月
9
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

11
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

◆
日
時　

2
月
21
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　

國
田
武
二
郎
弁
護
士

◆
相
談
時
間　

一
人
30
分

◆
募
集
定
員　

９
人
（
予
定
）
初
め

て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
住
民
課
と
富
来
支
所

総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談

無
料
法
律
相
談

◆
日
時　

２
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

︿
志
賀
地
域
﹀

◆
日
時　

2
月
14
日
㈪
10
時
～
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　

☎
32-

１
３
６
３

　

︿
富
来
地
域
﹀

◆
日
時　

2
月
10
日
㈭
10
時
～
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

公
共
施
設
へ
の
電
話
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

　

自
立
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ

と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
24
日
㈭
10
時
～
15
時

※
毎
月
第
４
木
曜
日

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

相
談
室

問
子
育
て
支
援
課　

☎
32-

９
１
２
２

　

お
母
さ
ん
の
か
ら
だ
の
調
子
が
良

く
な
い
と
き
、
一
番
困
る
の
は
赤

ち
ゃ
ん
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
、
訪
問
の
際
に
気
軽
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
電
話
や
来
所
で
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課　

☎
32-

９
１
２
２

　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

☎
32-

０
３
３
９

◆
資
格
対
象　

給
食
用
食
材
取
扱
者

お
よ
び
即
品
製
造
・
販
売
店

◆
申
込
期
間　

２
月
28
日
㈪
ま
で

　

な
お
、納
入
資
格
の
有
効
期
間
は
、

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３

月
31
日
で
す
。

問
志
賀
町
高
浜
町
ワ
６
の
１
３
５
番
地

　

志
賀
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
32-
１
２
９
８

て
ん
と
市

◆
日
時　

２
月
22
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
13
時

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

　

10
時
～
正
午
︵
２
／
１
・
８
・
15
・
22
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
～
正
午（
２
／
３
・

10
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
～
16
時（
２
／
17
・

24
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
～
16
時（
２
／
２
・

16
）

　

防
衛
省
で
は
平
成
23
年
度
の
採
用

試
験
と
し
て
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お

よ
び
一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）
の

募
集
を
開
始
し
ま
す
。

幹
部
候
補
生

◆
受
付
期
間　

２
月
１
日
㈫
～
５
月

６
日
㈮
ま
で

◆
応
募
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

◆
試
験
期
日

　

第
１
次
試
験　

５
月
14
日
㈯
筆
記

試
験　

５
月
15
日
㈰
筆
記
式
操
縦
適

性
検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

　

第
２
次
試
験　

６
月
14
日
㈫
～
６

月
16
日
㈭
の
う
ち
指
定
す
る
日

一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）

◆
受
付
期
間　

２
月
１
日
㈫
～
５
月

６
日
ま
で

◆
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

◆
試
験
期
日

　

第
１
次
試
験　

５
月
21
日
㈯

　

第
２
次
試
験　

６
月
22
日
㈬
～
27

日
㈪
の
う
ち
指
定
す
る
日

問
石
川
地
方
協
力
本
部
七
尾
出
張
所

七
尾
市
小
島
町
西
部
２
番
合
庁
３
Ｆ

　

☎
０
７
６
７-

53-

１
６
９
１

　

http://www.m
od.go.jp/pco/ishikawa

物件番号 品　　　名 落札額
1 会議テーブル① 1,000 円
2 会議テーブル② 1,000 円
3 会議テーブル③ 1,000 円
4 会議テーブル④ 1,000 円
5 ホワイトボード 1,500 円

物件番号 品　　　名 落札額
8 キャビネット中① 2,200 円
9 キャビネット中② 2,200 円

11 キャビネット大② 2,500 円
14 キャビネット大⑤ 1,000 円
15 キャビネット大⑥ 3,560 円

物件番号 品　　　名 落札額
16 キャビネット大⑦ 17,000 円
17 キャビネット大⑧ 11,000 円
19 キャビネット小② 1,510 円
20 キャビネット小③ 1,500 円
21 キャビネット小④ 3,180 円

物件番号 品　　　名 落札額
24 キャビネット小⑦ 3,100 円
25 キャビネット小⑧ 3,150 円
26 トレイ付キャビネット① 3,000 円
27 トレイ付キャビネット② 11,500 円
30 テーブル③ 6,500 円

平成 22 年度
第 3 回物品売払い結果
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◆
内　

容　

カ
ニ
、
タ
ラ
、
甘
エ
ビ

や
野
菜
な
ど
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
大

漁
鍋
を
は
じ
め
、
シ
ー
フ
ー
ド
カ

レ
ー
や
新
鮮
な
魚
介
類
の
直
売
も
行

い
ま
す
。

※
直
売
は
開
始
直
後
に
売
り
切
れ
る

商
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
も
ち
の
無
料
配
布
や
大
漁
鍋
を
食

べ
た
人
に
福
引
券
を
配
布
し
ま
す
。

（
い
ず
れ
も
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

◆
日　

時　

２
月
11
日
㈷　

10
時
～

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

◆
内　

容　

古
着
を
使
っ
て
小
物
を

作
り
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
と

布
の
有
効
利
用
を
図
る
。

◆
日　

時　

２
月
12
日
㈯
９
時
～

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

７
０
０
円

◆
持
ち
物　

古
着
の
布
１
枚
、
裁
縫

道
具

◆
講　

師　

原
田
洋
子 

氏

◆
申
込
期
間　

２
／
４
㈮
～
11
㈮

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎ 

27-

１
１
５
３
℻ 

27-

１
１
５
４

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

志
賀
支
部
様
か
ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

大
会
基
金
お
よ
び
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
基
金
に
集
ま
っ
た
お
金
を
社
会

福
祉
向
上
に
10
万
１
，
５
０
１
円

◇
志
賀
町
婦
人
加
工
連
絡
会
様
か

ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
て
ん
と
市
の
売

上
の
一
部
を
社
会
福
祉
向
上
に

１
万
５
千
円

◇
Ｊ
Ａ
志
賀
女
性
部
様
か
ら
、
愛
の

た
す
け
あ
い
募
金
を
社
会
福
祉
向

上
に
１
万
１
，
６
７
１
円

◇
上
野
の
加
藤
櫻
丸
様
か
ら
、
亡
息

忠
雄
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福
祉

向
上
に
５
万
円

◇
高
浜
町
の
藤
丸
美
代
様
か
ら
、
亡

娘
洋
子
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福

祉
向
上
に
10
万
円

日
本
赤
十
字
社
石
川
県
支
部
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た

◇
西
田
博
子
様
（
川
尻
）

◇
西
田
加
奈
子
様
（
川
尻
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
（
共
同
募
金
会
志
賀
町
分
会
）

２
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

冬
の
日
本
海
波
祭
り

「
大
漁
鍋
大
会
」
を
開
催

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

２
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

１
階

◆
日
時　

２
月
９
日
㈬　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

９
３
１
１

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

２
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・

26
日
㈯　

９
時
～
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認

の
上
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

《2月10日が支給日です》

　10月～ 1月分の子ども手当が2月10日（木）
に指定された金融機関口座に振り込まれます
ので、通帳の記帳でご確認ください。

《15日以内に申請してください》

 　転入の場合は前住所地の転出予定日の翌日
から15日以内、また出生の場合も、出生日の
翌日から15日以内に子ども手当の申請が必要
です。忘れずに申請書を提出してください。
　
お問い合わせ：子育て支援課　32-9122

　就職支援のプロフェッショナル「ジョブサポーター」が、個別相談をはじ

め、応募書類の書き方、面接対策、職業適性診断など、一人ひとりにあった

サービスや情報を提供するため、下記の両日に出張相談会を行います。

　ご利用は無料ですので、お気軽にお立ち寄りください。

■開催日時：1回目　2月24日（木） 9：30 ～ 12：30

　　　　　　2回目　3月10日（木）14：00 ～ 17：00

■場　　所：志賀町文化ホール　第21研修室

■対 象 者：就職や仕事の相談を希望する35歳未満の人

（再就職を目指す女性の方の相談も受けます）

■予　　約：ジョブカフェ石川　能登サテライト（☎0767-53-7070）まで予

約をお願いします（予約なしの場合はお待ちいただくことがあります）。

＜子ども手当＞についてお知らせ就職支援のプロフェッショナルが個別相談を受けます

◇
日
蓮
宗　

高
浜
講
中
様
か
ら
２
万

円
◇
富
来
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

様
か
ら
８
，
１
５
７
円

◆
場　

所　

富
来
漁
港

問
西
海
公
民
館
長　

中
山
謙
司

　

☎ 

45-

１
２
５
４

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１

物件番号 品　　　名 落札額
31 テーブル① 7,500 円
33 テーブル③ 7,500 円
34 テーブル④ 7,500 円
35 テーブル⑤ 7,500 円
36 テーブル⑥ 7,500 円

物件番号 品　　　名 落札額
37 テーブル⑦ 7,500 円
39 ピアノ 5,000 円
40 椅子① 6,778 円
41 椅子② 11,500 円
42 椅子③ 11,500 円

物件番号 品　　　名 落札額
43 椅子④ 800 円
44 椅子⑤ 3,500 円
48 穴開け機 400 円
49 棚 5,250 円
54 本棚 11,111 円

物件番号 品　　　名 落札額
58 ページプリンター 11,000 円
60 棚② 16,500 円
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１
月
26
日（
水
）の
文
化
財
防
火
デ
ー

に
合
わ
せ
て
、
23
日
（
日
）
に
文
化
財

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
加
茂
神
社
（
矢

駄
）、
常
徳
寺
（
鹿
頭
）
の
２
カ
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
強
風
波
浪
雷
注
意
報
の

中
、
落
雷
に
よ
り
倉
庫
か
ら
出
火
し
周

辺
や
本
殿
へ
飛
火
し
延
焼
し
た
と
の
想

定
で
、
町
の
大
切
な
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
り
、
町
民
の
文
化
財
へ
の
愛
護
と

防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、（
志
賀
地
域
）
志
賀
消

防
署
、
加
茂
分
団
、
矢
駄
区
、
矢
駄
自

警
団
・（
富
来
地
域
）
富
来
分
署
、
西

浦
分
団
、
鹿
頭
区
が
参
加
、
協
力
し
ま

し
た
。

第
57
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　

１
月
16
日
（
日
）、
能
登
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
で
志
賀
町
体
育
協
会
賞
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
の
向
上
、
振
興
に
功
労
の
あ
っ

た
人
に
「
功
労
賞
」
を
、
各
競
技
大
会

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手

に
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」、「
奨
励
賞
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
川
口
さ
ん
か

ら
、「
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
た
だ
け
。

今
後
も
協
会
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
の

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

授
与
式
の
後
に
は
、
新
年
互
礼
会
が

開
催
さ
れ
、
協
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
今
年

の
競
技
力
向
上
に
つ
い
て
語
り
合
い
、

親
睦
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

※
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
功
労
賞
】

　

川
口
昭
二
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　

吉
村
剛
（
柔
道
）

　

土
田
善
博
（
陸
上
）

　

寺
谷
春
夫
（
野
球
）

　

石
原
正
典
（
サ
ッ
カ
ー
）

　

橘
照
茂
（
ゴ
ル
フ
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
個
人
】

　

干
場 

伸
介
（
相
撲
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
団
体
】

　

志
賀
町
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
奨
励
賞
・
個
人
】

赤
芝
龍
洋
、
谷
口
敢
治
（
相
撲
）、

張
原
夕
斗
（
レ
ス
リ
ン
グ
）、
高
島

美
佳
、
池
端
俊
哉
、
日
高
雅
子
（
水

泳
）、
橋
爪
こ
こ
ろ
、
小
堀
純
（
陸

上
）、
池
端
久
泰
（
水
泳
）、
泉
明
宏
、

山
本
圭
悟
（
陸
上
）、板
尾
佳
歩
（
卓

球
）、
平
野
賢
也
（
相
撲
）、
山
本
大

貴
、
黒
萩
幸
生
、
村
中
俊
哉
（
野
球
）

　

南
遥
奈
、稲
岡
裕
也
、山
本
和
輝
（
陸

　

上
）、
安
中
友
美
（
射
撃
）、
日
高
明

　

允
、谷
内
貴
圭
（
水
泳
）、中
間
慶
（
レ

　

ス
リ
ン
グ
）
山
岸
苑
、
村
田
聖　

華

　
（
弓
道
）
今
川
史
渉
（
ボ
ク
シ
ン
グ
）、

　

田
谷
奈
津
希
（
卓
球
）、
廣
瀬
美
和

　
（
空
手
道
）、
山
口
和
哉
（
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
）、
本
谷
友
香
利
、
谷
内
浩
紀

　
（
セ
ー
リ
ン
グ
）、
西
村
清
正
（
レ
ス

　

リ
ン
グ
）、
川
畑
美
雪
（
ゴ
ル
フ
）、

　

小
門
前
節
子
、
山
本
明
夫
、
藤
井
紀

　

子
、
金
谷
由
紀
枝
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　

ル
フ
）

【
奨
励
賞
・
団
体
】

　

志
賀
相
撲
教
室
、
富
来
ガ
ー
ル
ズ　

　
（
ホ
ッ
ケ
ー
）、
志
賀
中
学
校
男
子
陸

　

上
部
、
志
賀
中
学
校
男
子
卓
球
部
、

　

志
賀
中
学
校
女
子
卓
球
部
、
志
賀
高

　

等
学
校
射
撃
部
、
富
来
高
等
学
校　

　

ホ
ッ
ケ
ー
部
、
志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ゴ
ル
フ
協
会
（
一
般
女
子
及
び
壮
年

　

女
子
）、
富
来
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
教
室
、　

　

チ
ー
ム
富
来
中
学
校
（
ユ
ニ
ホ
ッ　

　

ク
）、
富
来
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

文化財火災防ぎょ訓練の様子（加茂神社）

第
６
回　

志
賀
町
体
育
協
会
賞
授
与
式

平
成
23
年
志
賀
町
体
育
協
会
新
年
互
礼
会

【功労賞を受ける川口さん】

【互礼会の様子】
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能
登
瓦
か
が
よ
ふ
町
の
初
景
色　

北
谷　

芳
子

気
多
神
社
入
ら
ず
の
社
に
淑
気
満
つ坂

下　

草
風

雪
吊
を
透
け
て
か
か
り
し
昼
の
月

土
田　

清
枝

一
株
で
足
り
る
な
づ
な
を
探
し
け
り土

田
ま
つ
い

鶴
亀
を
飾
る
寄
せ
植
え
年
新
た　

藤
田　

君
枝

佳
き
年
を
念
じ
て
ひ
ら
く
新
暦　

吉
田　

外
江

見
上
げ
れ
ば
け
わ
し
い
坂
も
半
歩
づ
つ

木
村　

貞
涼

上
を
見
て
よ
ち
よ
ち
歩
く
孫
人
気

前
田　

志
津

決
断
が
で
き
ぬ
上
が
っ
た
株
の
売
り山

本　

静
香

人
生
は
く
よ
く
よ
す
る
な
明
日
が
有
る

遠
藤
美
朝
子

新
年
を
今
年
も
元
気
有
り
難
う　

関
口
ト
ミ
コ

達
者
な
ら
年
金
暮
ら
し
も
有
り
が
た
い

吉
村
と
し
子

増
穂
浦
潮う

し
おか
が
や
く
真
ん
前
に

人
待
ち
を
り
ぬ
長
き
ベ
ン
チ
は　

安
中
加
奈
子

ふ
る
さ
と
は
そ
こ
は
か
と
な
く
香
り
立
つ

霧
立
ち
こ
め
し
九
頭
竜
こ
え
れ
ば

石
田　
　

豊

恍
惚
の
予
防
体
操
と
心
が
け

三
度
の
献
立
頑
張
る
毎
日　
　
　

東　
　
　

操

理わ

け由
も
な
く
涙
あ
ふ
る
る
麦
畑
は

時
雨
は
し
り
て
朝
日
射
し
来
る　

田
端　

正
敏

拓
郎
の
歌
な
ど
真
似
て
手
を
振
れ
ば

一
線
引
か
れ
し
吾
と
君
の
明
日　

鹿
乃　

夏
子

中
天
の
藍
の
深
み
に
星
一
つ

光
り
初
む
ま
で
仰
ぎ
見
し
か
な　

吉
本　

與
彦

心
も
ち
ま
が
り
し
背
を
ば
気
づ
き
た
り

ま
ぎ
れ
な
く
老
い
の
形
と
な
り
て　
　

み
さ
の

冬
晴
の
裏
庭
に
出
て
春
を
待
つ

蠟ろ
う
ば
い梅

ノ
輪　

ひ
そ
と
咲
き
お
り　
　
　

智　

子

身
を
か
が
め
岩
海の

り苔
採
り
の
郷さ

と里
の
人

冬
の
荒
海
凪な
ぎ

の
間
に
々
に　
　
　

松
本
理
希
三

庭
先
に
み
ど
り
む
ら
さ
き
花
甘か
ん

ら
ん

ち
ぢ
み
模
様
で
冬
を
色
彩
る　
　
　
　

志
津
江

柚
風
呂
の
母
娘
の
声
や
楽
し
げ
に　
　

浅　

子

注し
め
な
わ

連
縄
の
匂
残
し
て
日ひ

ぐ昏
れ
け
り

大
乗　

大
城

屠と

そ蘇
祝
う
孫
の
盃は
い

に
も
二　

三
滴

堀　
　

綾
子

神
木
は
大
お
お
け
や
き﨔

な
り
注
連
飾
る　
　

須
广
と
み
子

手
を
合
わ
す
初
心
を
今
に
大
お
お
あ
し
た旦　

下
野　

久
雄

冬
帽
を
深
々
黙
々
網あ
み

を
結す

く　
　

高
岩
み
つ
る

反
省
の
身
ぬ
ち
に
走
る
冬
の
雷　

小
島　

史
子

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
詩
に
つ
い
て
は

２
０
０
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５­

―０
１
９
８
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

文

芸

教

室

作
品
募
集

ス
キ
ッ
プ
に
背
中
で
踊お
ど

る
ラ
ン
ド
セ
ル

田
畑　

幸
子 

背
中
見
て
育
っ
た
割
に
父
に
似
ず

西
尾　

海
春

今こ

の
時
代
親
の
背
中
は
子
に
見
え
ず髙

島　

和
子 

定
年
を
迎
え
た
あ
な
た
の
丸
い
背

平
泉　

洋
子 

懸
命
に
し
た
仕
事
後
に
嬉
し
い
ね

長
田
千
枝
子

嬉
し
げ
な
孫
の
目
の
先
お
年
玉　

中
畑　

良
則

　

町
内
に
所
在
す
る
国
指
定
２
件
、

県
指
定
17
件
、
町
指
定
１
１
８
件
を

網
羅
掲
載
し
た
、「
志
賀
町
の
文
化

財
」
冊
子
を
領
布
し
て
い
ま
す
。

　

本
編
は
Ａ
４
版
カ
ラ
ー
１
５
８

頁
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
Ａ
４
版
カ

ラ
ー
28
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
は
、
全
頁
ふ
り
が
な
付

き
で
、
小
学
６
年
生
か
ら
中
学
２
年

生
ま
で
を
対
象
に
制
作
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
【
本
編
】　

２
，
０
０
０
円

　
【
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
】　

２
８
０
円

　

購
入
を
希
望
す
る
人
は

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
担
当 

ま
で

☎
32-

９
３
５
０
（
直
通
）

志
賀
町
の
文
化
財
冊
子
頒
布
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志賀原子力発電所周辺の

環境放射線監視結果
　石川県、志賀町および北陸電力㈱は平成２年７月から発電所周辺の環境放射線
監視を実施していますが、平成22年7月～ 9月分の調査結果がまとまりましたの
で、その概要をお知らせします。
　今回の調査結果は、これまでに実施した調査結果と比べていずれも同程度であ
り、安全の確保が図られています。

■　空間放射線（平成 22 年 7 月～ 9 月）
石川県および北陸電力㈱が実施している環境放射線観測局における線量率の測定結果は次のとおりです。

測 定 地 点
単位 : ナノグレイ (nGy) ／時

志 賀 観 測 局

赤 住 観 測 局

直 海 観 測 局

五 里 峠 観 測 局

福 浦 観 測 局

熊 野 観 測 局

風 無 観 測 局

土 川 観 測 局

大 津 観 測 局

モニタリングポスト１

モニタリングポスト２

モニタリングポスト３

モニタリングポスト４

モニタリングポスト５

モニタリングポスト６

モニタリングポスト７

石　

川　

県　

実　

施　

分

北
陸
電
力
実
施
分

0 50 100 150 200

横 軸 目 盛

今四半期の測定結果

過去の測定結果

放水ピット
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◎グレイ
　　いろいろな物質に放射線が当たるとき､ 吸収される放射線量
　を測るものさしが、グレイ (Gy) です。
　　10 億分の１を表すナノ (n) を用いて､ ナノグレイ (nGy) と
　いうように使います。

◎ベクレル
　　放射能（放射性物質が放射線を出す能力）の強さを測るもの
　さしが、ベクレル (Bq) です。

■　環境試料中の放射能（平成 22 年 7 月～ 9 月）
　環境試料について測定された人工放射性核種はセシウム -137 およびストロンチウム -90 で、それぞれの放
射性核種の濃度範囲は次のとおりです。なお、これらの人工放射性核種は、過去の核実験などによって広く
自然界に存在しています。

■　志賀原子力発電所の運転状況（平成22年7月～ 9月）

測　定　試　料
単位：ベクレル（海水はミリベクレル）

 0.01    　    　 0.1    　   　　   1         　　    10   　　        100　　      1000 
備　　考

降　　下　　物（雨水ちり） 検出されず｡ １㎡当たり (1 か月間 )

大気中放射性物質
( 大気浮遊じん） 検出されず｡ 空気 1㎥当たり

陸　水 ( 水道水・河川水） 検出されず｡ 1 リットル当たり

土　　　　壌
セシウム -137

乾燥試料 1㎏当たり
ストロンチウム -90

松　　　　葉 セシウム -137 生試料 1㎏当たり

牛　　　　乳 検出されず｡ 1 リットル当たり

ス　　イ　　カ 検出されず｡ 生試料 1㎏当たり

海　　　　水 セシウム -137 1 リットル当たり

海　　底　　土 検出されず｡ 乾燥試料 1㎏当たり

藻　類（ホンダワラ、イワノリ ) 検出されず｡ 生試料 1㎏当たり

サ　　ザ　　エ 検出されず｡ 生試料 1㎏当たり

１号機

２号機

排気筒

排気筒

放水ピット

放水ピット

単位 :シーピーエス (ｃｐｓ)

0　　　　　　5　　　　　　10　　　　　　15　　　　　20

0　　　　　　　　5　　　　　　　　10　　　　　　　　15

放射線測定器

（万ｋＷ）
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　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ

　(う)：うるおいテレビ　(い)：いきおいテレビ

　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 (や)児童館だより・図書館だより (ふB)たっだ志賀町 (か)第３回全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀

7:00 (み)しかチャンニュース (ふA)ぶらり志賀町の旅 (う)志賀町国際交流の会「スマイル」

8:00 (か)第３回全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀 (み)しかチャンニュース (ふA)ぶらり志賀町の旅

9:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 土日特番①「平成23年志賀町成人式」

10:00 (う)志賀町国際交流の会「スマイル」 (や)児童館だより・図書館だより 土日特番②「志賀町生涯学習フェア」

11:00 (ふB)たっだ志賀町 (か)第３回全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀 (う)ごみのリサイクル

12:00 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (う)志賀町国際交流の会「スマイル」 (ふB)たっだ志賀町

13:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

14:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

14:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

15:00 (や)児童館だより・図書館だより (ふB)たっだ志賀町 (か)第３回全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀

16:00 (う)志賀町国際交流の会「スマイル」 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (や)児童館だより・図書館だより

17:00 (ふB)たっだ志賀町 (や)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース

17:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

18:00 (か)第３回全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀 (う)志賀町国際交流の会「スマイル」 (ふA)ぶらり志賀町の旅

19:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

19:30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (か)第３回全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀 土日特番①「平成23年志賀町成人式」

22:00 (み)しかチャンニュース (ふB)たっだ志賀町 土日特番②「志賀町生涯学習フェア」

23:00 (や)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース (う)ごみのリサイクル

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド２月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

アナログ　　５ch

デジタル　　９ch

ＳＴＢ　０３８ch

志賀町地デジサポートセンターは 3月 31 日まで
　志賀町地デジサポートセンターでは、デジタル放送に関するさまざまサポート（支援）
をしています。

デジタル放送の受信環境に関すること、デジタル放送の受信機器に関すること
デジアナ変換に関すること、町ケーブルテレビ全般に関すること

　志賀町地デジサポートセンターは 3 月 31 日で閉鎖となりますので、上記のことに関し
てわからないことがある場合はお気軽に電話してください。
　フリーダイヤル　0120-32-8866　☎ 32-5511　町内 IP8-32-5511
　平日 9 時から 17 時 30 分（土日、祝日はお休みします）
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町内 IP 8-32-0339

予　防　接　種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 2月 3日（木） 4カ月健診受診時～

生後6カ月未満
志

ポリオ
予防接種 2月16日（水） 4カ月健診受診後～

7歳6カ月未満

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 2月 3日（木） 平成22年10月生まれ

志1歳6カ月児健診 2月17日（木） 平成21年7月生まれ

３歳児健診 2月10日（木） 平成19年8月～
9月生まれ

１歳６ヵ月児健診
2月25日（金）

平成21年6月～
8月生まれ

富
３歳児健診 平成19年7月～

9月生まれ

健　康　相　談

健　康　教　育

内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 2月18日（金） 13:00 ～ 14:00

内　容 実施日 時　間 場所

アンチエイジング
セミナー
☆血管編☆

2月 1日（火） 15:30 ～ 16:30 シオン

2月 4日（金） 14:30 ～ 15:30 フレア

2月 9日（水）
10:30 ～ 11:30 富

15:30 ～ 16:30 シオン

2月15日（火） 15:30 ～ 16:30 志

2月18日（金） 14:30 ～ 15:30 フレア

【対象者】どなたでも

【対象者】64 歳以下の人で、運
動で生活習慣を改善したい人

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

機　能　訓　練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

※運動専門のインストラクターが指導します。事前に保健福祉センター
　まで申し込みください。

※初めて参加する人は、事前に保健センターまで連絡してください。

※フレア、シオンでは水中運動を行います。
※ 志 、富  は床トレーニングを行います。

すくすく子育て

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介　護　予　防 【対象者】65 歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

2月10日（木） 10:00 ～
11:00

や す ら ぎ 荘
2月24日（木）

志賀町健幸教室
2月18日（金） 13:30 ～

15:00
志賀町デイサー
ビスセンター　
介 護 予 防 教 室2月25日（金）

※ゆう遊クラブ：8日は「工作」、22日は「クッキング」です。

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

2月 3日（木）

乳 幼 児 の お
子 さ ん と お
母 さ ん ど な
たでも

15:30 ～
16:00

志
2月10日（木）

2月17日（木） 志

2月25日（金） 富

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30 志

ゆう遊クラブ
2月 8日（火） 乳 幼 児 の お

子 さ ん が い
る人

10:00 ～
11:30

志

2月22日（火） 富



広報しか 24

２月
休館日のご案内

●
お
は
な
し
会

日
時　

２
月
16
日
㈬　

16
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時　

２
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な

し
会
で
は
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
も
で

き
ま
す
の
で
親
子
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

・１月24日（月）～２月４（金）
・７日（月）・14日（月）・21日（月）
・28日（月）

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：00
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館　☎ 32－1740
　　　　町内 IP 8 －32－1740

 志賀町立富来図書館　☎ 42－2777
　　　　町内 IP 8 －42－2777

志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
領
域　
　
　

海
堂　

尊

○
や
ぶ
へ
び　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢　

在
昌

○
飛
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
樹
の
ぶ
子

○
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ　
　
　
　
　
　

中
島　

京
子

○
Ｙ
氏
の
妄
想
録　
　
　
　
　
　

梁　

石
日

○
男
嫌
い
の
姉
と
妹　
　
　
　
　

佐
藤　

雅
美

○
首
都
感
染　
　
　
　
　
　
　
　

高
嶋　

哲
夫

○
御
隠
居
忍
法
振
袖
一
揆　
　
　

高
橋　

義
夫

○
白
い
し
る
し　
　
　
　
　
　
　

西　

加
奈
子

○
祝
福　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
嶋　

有

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時　

２
月
18
日
㈮　

14
時
か
ら

蔵
書
点
検
中
（
１
月
25
日
～
２
月
４
日
）
は
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
し
た
。
２
月
５
日

（
土
）
よ
り
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
の
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
図
書
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
お
す
す
め
の
本
◆

○
か
わ
い
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子

　
　
　
　
　
　

寺
西
恵
里
子
著

　

初
心
者
で
も
作
れ
る
簡
単
な
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
か
ら
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
ト
リ
ュ

フ
ま
で
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
選
び
方
か
ら

扱
い
方
、
溶
か
し
方
、
作
り
方
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
写
真
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
の
手
作
り
で
も
大
丈

夫
。
子
ど
も
か
ら
楽
し
め
る
本
で
す
。

○
ね
ぇ
し
っ
て
る
？

accototo

著

　

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
ぼ
く
が
森
の
仲
間
に

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
す
。

「
ね
ぇ
、
し
っ
て
る
？
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
物
語
は
す
す
ん
で
い
き
ま
す
。
命
の
き

せ
き
を
実
感
で
き
る
１
冊
で
す
。
か
わ
い

い
絵
に
も
注
目
で
す
よ
。

○
病
気
知
ら
ず
の
運
動
法

　
　
　
　
　
　

山
本
ケ
イ
イ
チ
著

　

寒
い
冬
。
つ
い
つ
い
体
を
動
か
す
の
も

お
っ
く
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

し
か
け
絵
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

あ
っ
と
驚
く
さ
ま
ざ
ま
な
し
か
け
が
楽

し
め
ま
す
よ
!!

　

ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆保存期間の過ぎた雑誌を差し上げます◆

期　　間：２月12日（土）～２月27日（日）

配布冊数：１人２冊まで

※詳しい手続きは各図書館カウンターへ

　お尋ねください。

■
志
賀
町
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
所　

ま
す
ほ
の
里

日
時　

２
月
23
日
㈬　

15
時
30
分
か
ら

場
所　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

寒
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
運
動
を
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
本
で

は
、
道
具
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
運
動
神

経
も
必
要
と
し
な
い
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
を
、
や
さ
し
く
写

真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
も
つ
き
体
型
も
カ
ッ
コ
よ
く
な
る

１
冊
で
す
！
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★２月行事予定★
　６日（日）
　９日（水）
１３日（日）  
２６日（土）
２７日（日）

リバーシ大会
ユニカールで遊ぼう
バドミントン大会
オカリナクラブ
バトンキッズ

13：30 ～
15：30 ～
13：30 ～
13：30 ～
13：30 ～

11 日㈷、20 日㈰

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724

  

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀

　
児
童
館
祭
り
を
３
月
６
日(

日)

、

９
時
30
分
よ
り
開
催
し
ま
す
。
ゲ
ー

ム
や
工
作
、
く
じ
引
き
な
ど
楽
し
い

催
し
物
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
く
ま
っ

こ
隊
）
の
３
人
が
大
型
絵
本
、
英
語

の
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど
７
つ
の
お
話

と
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
披
露
。
乳
幼

児
と
マ
マ
た
ち
は
、
歌
や
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
を
ま
じ
え
て
の
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
ド
キ

ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
。
一
緒
に
手
拍
子
し

な
が
ら
、
音
楽
と
絵
本
の
世
界
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

県
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
会
の
川
部
先
生
よ
り
干
支
の
ウ
サ

ギ
の
折
り
方
を
習
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、金
と
赤
の
も
み
和
紙
に
、

折
リ
筋
を
し
っ
か
り
つ
け
て
折
っ
て

い
き
ま
す
。
紙
質
と
折
り
方
で
、
味

わ
い
深
く
、
豪
華
な
ウ
サ
ギ
の
置
物

に
変
身
。
玄
関
や
部
屋
に
飾
っ
て
楽

し
み
ま
し
た
。。

　　　★申し込み、お問い合せは
　　　志賀町児童館　まで　☎ 32-1724

親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
輪
投
げ
大
会

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

☎

お　
知　
ら　
せ

　

加
茂
地
区
で
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

輪
投
げ
大
会
を
開
催
。
世
代
を
通
じ

て
楽
し
め
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
輪
投
げ

に
集
中
力
と
技
が
光
り
ま
し
た
。
親

子
、
友
だ
ち
の
家
族
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
歓

声
を
あ
げ
た
り
、
応
援
し
た
り
と
交

流
を
深
め
な
が
ら
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
栄
養
士
の
福
田
さ
ん
と
４
人
の

食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
指
導
で
、

郷
土
料
理「
ね
ん
ね
団
子
」の
味
噌
汁

と
お
に
ぎ
り
作
り
を
体
験
。
も
ち
米

粉
を
こ
ね
て
作
っ
た
生
地
を｢

お
い

し
く
な
ぁ
れ｣

と
い
い
な
が
ら
ま
ゆ

玉
の
形
に
丸
め
た
り
、
ね
ぎ
や
豆
腐

を
切
っ
た
り
と
子
ど
も
た
ち
は
意
欲

的
に
調
理
に
ト
ラ
イ
。
ね
ん
ね
団
子

の
い
わ
れ
な
ど
も
教
わ
り
、
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
館
祭
り
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志
賀
中
学
校

教育
志学

教育長ホットニュース

校
長　

藤
田　

勇
進

歩
く
こ
と
の
大
切
さ
、
再
認
識

　
「
子
ど
も
た
ち
を
歩
か
せ
よ
う
」

　

昨
年
、
10
月
27
日
付
の
日
本
経
済
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
す
。

　

東
京
都
の
デ
ー
タ
で
は
１
日
の
歩
数

は
30
年
前
の
２
万
７
０
０
０
歩
に
比
し

て
、
最
近
は
１
万
３
０
０
０
歩
と
半
減

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
が
歩
か
な
く
な
る
と
、
学
習

意
欲
や
生
活
習
慣
の
悪
化
に
つ
な
が
る

こ
と
が
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

東
海
大
学
体
育
学
部
の
小
沢
教
授
に

よ
れ
ば
、あ
ま
り
歩
か
な
い
子
供
は「
体

調
が
悪
い
」「
寝
付
け
な
い
」「
便
秘
に

な
る
」「
や
る
気
が
出
な
い
」「
学
校
に

行
き
た
く
な
い
」
な
ど
の
問
題
を
抱
え

る
割
合
が
多
く
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
歩
か
な
い
と
「
浮
き
指
」
の

状
態
に
つ
な
が
り
、
不
安
定
で
姿
勢
の

悪
化
や
肥
満
を
招
き
か
ね
な
い
。

　

幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
は
、

体
を
充
分
に
動
か
す
こ
と
が
重
要
だ
と

の
こ
と
で
す
。

　

開
校
４
年
目
を
迎
え
た
本
校
は
、
各
学
級
の
教

室
の
他
に
、全
て
の
教
科
が
独
自
の
教
室
を
も
つ
、

教
科
教
室
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
そ
れ
ぞ

れ
の
時
間
に
各
教
科
の
教
室
へ
移
動
し
、
学
習
を

行
い
ま
す
。

　

校
区
の
小
学
校
７
校
か
ら
集
ま
る
生
徒
は
、
全

校
で
現
在
３
７
４
人
。
中
学
生
と
い
う
、
多
感
な

こ
の
時
期
、
自
立
へ
向
か
う
途
中
の
生
徒
は
揺
れ

動
き
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
た
く
ま
し
く
成
長
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
体
育
面
で
も
文
化
面
で
も
、

本
校
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
志
賀
町
と
し
て
も

過
去
に
前
例
の
な
い
よ
う
な
数
多
く
の
成
果
を
残

し
て
い
ま
す
。

本
校
教
育
目
標

　

高
い
志
を
も
ち
、
心
豊
か
で
創
造
性
に
富
む
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
を
め
ざ

す
。

校
訓　

 「
自
主　

自
律　

創
造
」

本
校
の
理
想
と
す
る
生
徒
像

○
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
知
性
豊
か
な
生
徒　

○
豊
か
な
心
を
持
ち
、
自
他
を
尊
重
で
き
る
生
徒

○
創
造
的
で
、
豊
か
な
発
想
を
持
つ
生
徒　
　
　

　

本
年
度
の
重
点
目
標
の
最
初
に
「
生
徒
・
教
職

員
・
保
護
者
が
一
体
と
な
り
、
生
徒
の
夢
や
目
標

の
実
現
に
向
け
た
日
々
の
実
践
を
重
視
し
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
活
力
あ
る
学
校
を
築
く
」

を
基
盤
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　

日
々
行
わ
れ
て
い
る
生
徒
の
学
習
活
動
や
教
師

に
よ
る
各
種
の
指
導
、
学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

な
ど
、
生
徒
の
夢
や
目
標
の
実
現
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
こ
と
を
、
生
徒
も
教
職
員
も
し
っ
か
り

意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
で
す
。

　

毎
日
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
大
切
に
す
る
こ
と

こ
そ
が
大
き
な
夢
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
を
２
点
に
絞
っ
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
力
の
育
成

　

学
び
の
最
終
的
な
目
標
は
、
生
徒
自
ら
が
学
ぼ

う
と
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
生
涯
に

わ
た
る
学
び
の
基
盤
作
り
が
中
学
校
の
役
割
で

す
。
ま
ず
、
各
教
科
で
つ
け
た
い
力
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
を
学
び
の
主
体
で
あ
る
生
徒

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
「
学
習
の
手
引
き
」
を
作
成
、

全
校
生
徒
に
配
布
し
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
ら
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
の
も
と
に
な
る

力
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
で
育
成
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
研
究
発
表
会
も
あ
り
、

仲
間
と
の
学
び
あ
い
を
通
し
て
、
よ
り
主
体
的
な

学
習
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、
現
在
も
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

自
他
を
尊
重
す
る
力
の
育
成

　

本
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
相
談
活
動
を
通
し

て
、
生
徒
・
保
護
者
の
悩
み
や
問
題
の
解
決
に
努

め
て
い
ま
す
。
人
と
の
関
わ
り
を
苦
手
と
す
る
生

徒
や
相
手
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
考
え
な
い
で
不

用
意
な
言
動
を
と
っ
て
し
ま
う
生
徒
も
中
に
は
い

る
よ
う
で
、
課
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
効
果
を
最
大
限
に
上
げ
る
に
は
教
師
と
生

徒
・
保
護
者
、
生
徒
相
互
の
共
感
的
人
間
関
係
が

最
も
大
切
で
あ
り
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
の
基
盤

と
な
り
ま
す
。

　

自
他
を
尊
重
す
る
力
の
育
成
に
む
け
て
、
今
年

度
中
に
志
賀
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
憲
章
制
定
を
検
討
し
、
生

徒
・
教
職
員
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
理
想
と

す
る
生
徒
像
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

「
は
ぐ
く
む
」
こ
と

　
志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

志
賀
町
の
子
ど
も
た
ち
を
、
次
世
代
を
支

え
る
社
会
の
一
員
と
し
て
、「
知
育
・
徳
育
・

体
育
な
ど
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
て
る

こ
と
」
が
公
教
育
の
使
命
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え

て
、
可
能
な
か
ぎ
り
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

尊
重
し
、
き
め
細
か
く
育
て
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

少
子
化
と
言
わ
れ
て
久
し
い
現
在
、
数
少

な
い
子
や
孫
を「
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
」

思
い
で
か
わ
い
が
り
、
慈
し
み
育
て
る
の
は

人
情
と
し
て
当
然
の
振
る
舞
い
で
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
子
供
た
ち
の
人
格
を
第

一
に
考
え
、
次
代
を
担
う
社
会
人
育
成
の
観

点
か
ら
子
や
孫
の
成
長
を
考
え
る
と
き
、
私

た
ち
「
大
人
」
に
課
せ
ら
れ
た
子
育
て
の
意

味
は
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
時
に
は
親
と
し
て
、
地
域

の
大
人
と
し
て
、
心
な
ら
ず
も
泣
い
て
厳
し

い
し
つ
け
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
真
に
子
ど

も
た
ち
の
自
立
を
助
け
、
将
来
性
を
育
む
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
時
は
子
ど
も
や
孫
に
疎
ま
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
勇
気
と
愛
情
を
も
っ
て
継
続

す
る
こ
と
で
、
当
人
が
大
人
に
な
っ
て
感
謝

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
ほ
と
ん
ど
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
獅
子
は
我
が
子
を
千
尋
の
谷
に

突
き
落
と
す
」
の
真
の
意
味
を
も
う
一
度
考

え
直
し
て
み
る
こ
と
も
、
意
義
の
あ
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
子
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
規
範
意
識
が
ゆ
る
く
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
今
こ
そ
、
私
た
ち
大
人
の
振

る
舞
い
、
き
ち
ん
と
し
た
生
き
方
を
子
ど
も

達
に
示
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、大
人
と
し
て「
普

通
に
生
き
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
通
じ
、
子

ど
も
達
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
ょ
う
。
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こ
そ
が
大
き
な
夢
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
を
２
点
に
絞
っ
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
力
の
育
成

　

学
び
の
最
終
的
な
目
標
は
、
生
徒
自
ら
が
学
ぼ

う
と
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
生
涯
に

わ
た
る
学
び
の
基
盤
作
り
が
中
学
校
の
役
割
で

す
。
ま
ず
、
各
教
科
で
つ
け
た
い
力
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
を
学
び
の
主
体
で
あ
る
生
徒

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
「
学
習
の
手
引
き
」
を
作
成
、

全
校
生
徒
に
配
布
し
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
ら
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
の
も
と
に
な
る

力
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
で
育
成
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
研
究
発
表
会
も
あ
り
、

仲
間
と
の
学
び
あ
い
を
通
し
て
、
よ
り
主
体
的
な

学
習
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、
現
在
も
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

自
他
を
尊
重
す
る
力
の
育
成

　

本
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
相
談
活
動
を
通
し

て
、
生
徒
・
保
護
者
の
悩
み
や
問
題
の
解
決
に
努

め
て
い
ま
す
。
人
と
の
関
わ
り
を
苦
手
と
す
る
生

徒
や
相
手
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
考
え
な
い
で
不

用
意
な
言
動
を
と
っ
て
し
ま
う
生
徒
も
中
に
は
い

る
よ
う
で
、
課
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
効
果
を
最
大
限
に
上
げ
る
に
は
教
師
と
生

徒
・
保
護
者
、
生
徒
相
互
の
共
感
的
人
間
関
係
が

最
も
大
切
で
あ
り
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
の
基
盤

と
な
り
ま
す
。

　

自
他
を
尊
重
す
る
力
の
育
成
に
む
け
て
、
今
年

度
中
に
志
賀
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
憲
章
制
定
を
検
討
し
、
生

徒
・
教
職
員
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
理
想
と

す
る
生
徒
像
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

氏
　
名

本
　
籍

新
本
籍

林
　
　
知
宏

金
沢
市

金
沢
市

浦
　
　
育
恵

神
　
代

三
谷
　
晃
央

相
　
神

相
　
神

丸
井
　
恭
子

か
ほ
く
市

牧
野
　
総
介

高
浜
町

高
浜
町

毛
利
　
由
佳

高
浜
町

森
久
　
光
太

富
来
領
家
町

富
来
領
家
町

森
　
　
千
春

能
美
市

吉
田
　
桂
介

七
尾
市

七
尾
市

舘
　
奈
緒
美

舘
　
開

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

６日(日)
河崎医院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-0019

笠 原 健 招 堂 薬 局 志賀町富来領家町
金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864

11日(祝)
平場内科クリニック 羽咋市中央町 22-0238

プ リ ス ケ ア 薬 局 志賀町高浜町
松沼医院 ( 内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188

13日(日)
松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下 22-7888 さ く ら 薬 局

羽 咋 的 場 店 羽咋市的場町
保志場医院（内） 羽咋市的場町 22-0125

20日(日)
福田整形外科医院 羽咋市釜屋町 22-6311

は く い 薬 局 羽咋市的場町
保志場内科クリニック 羽咋市的場町 22-0807

27日(日)
新谷医院（胃・循） 志賀町末吉 32-3311

く す り の ま き 薬 局 宝達志水町今浜
四蔵医院（内） 志賀町仏木 37-1030

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

２

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け

出をし、希望者のみ掲載してい

ます。他市町村での届け出を予

定し、掲載を希望する場合は届

出書の余白に「広報掲載希望」

とお書きください。

12

総人口 23,428人

男 11,083人

女 12,345人

世帯数 8,096世帯

(12月末現在)

氏　

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

平
野
優ゆ

か

り
香
里

川
畑
　
　
蓮れ
ん

山
野
　
柊
し
ゅ
う
せ
い聖

栗
原
　
志し

ほ歩

成
田
　
紗さ

な菜

林
　
　
栞し

ほ帆

大
崎
　
暖は

る
ま真

稲
岡
　
美み

お央

谷
口
　
穂ほ

の
か香

山
端
　
　
瞬

し
ゅ
ん

幸
太
郎

裕
　
美

大
　
貴

彩
慎
　
一

富
士
枝

克
　
己

由
美
子

英
　
治

晶
　
子

勝
　
嗣

和
　
枝

祥
　
司

直
　
子

信
　
夫

裕
　
美

浩
　
一

真
　
美

博
　
文

久
　
美

町
赤
　
住

高
浜
町

高
浜
町

梨
谷
小
山

高
浜
町

西
海
風
無

高
浜
町

酒
　
見

西
山
台

10

５

氏　

名

年　

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

9681
歳歳

印
　
内

里
本
江

29

福
田
　
　
　

梅
田
　
英
敬

西
村
大
治
郎

館
岡
カ
つ
子

石
川
み
ゑ
子

中
橋
　
君
子

澤
田
　
ヤ
ヲ

寺
西
惣
四
郎

前
田
　
　
勉

福
田
　
　
　

裏
間
　
吉
和

長
𠩤
　
庄
治

髙
橋
　
愛
誠

大
葉
　
文
雄

吉
岡
松
太
郎

岡
﨑
　
　
章

酢
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祝　成人
おめでとうございます


